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大
阪
府
教
育
委
員
会
は
、
’
九
九
九
年
四
月
、
む
こ
う
一
○
年

間
の
教
育
改
革
の
方
針
と
し
て
「
教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策

定
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
「
学
校
教
育
の
再
構
築
」
と

と
も
に
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
「
総
合
的
な
教
育
力
の
再
構
築
」

が
改
革
の
柱
と
さ
れ
、
「
地
域
社
会
の
共
有
財
産
で
あ
る
学
校
を

核
と
し
、
様
々
な
人
が
共
に
子
ど
も
の
教
育
の
た
め
に
力
を
出
し

合
う
『
協
働
』
の
関
係
に
よ
っ
て
継
続
的
に
子
ど
も
に
か
か
わ
る

シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
、
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い
る
様
々
な
活
動
の

活
性
化
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
地
域

社
会
の
中
で
子
ど
も
を
育
て
る
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
図

る
（
「
教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
）
」
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

短
信

「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
づ
く
り
の
展
開

は
じ
め
に

Ｉ
岬
町
地
域
教
育
協
議
会
の
歩
み
Ｉ

次
年
度
に
は
、
中
学
校
区
を
基
盤
と
す
る
「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

づ
く
り
を
支
援
す
る
「
総
合
的
教
育
力
活
性
化
事
業
」
が
始
ま
っ

た
。こ
こ
で
紹
介
す
る
岬
町
は
、
「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
づ
く
り

が
急
速
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
地
域
の
一
つ
で
あ
る
。
以
下
、
事
業

が
始
ま
っ
た
二
○
○
○
年
度
か
ら
昨
年
度
に
か
け
て
の
取
り
組
み

を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

岬
町
は
大
阪
府
の
最
南
部
に
位
置
す
る
人
口
二
万
弱
の
町
で
あ

る
。
南
部
は
和
泉
山
脈
で
和
歌
山
と
県
境
を
接
し
、
府
内
に
は
珍

し
く
自
然
海
岸
も
残
る
。
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
町
で
あ

る
。
全
体
と
し
て
は
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
が
進
ん
で
い
る
が
、

二
地
域
教
育
協
議
会
の
発
足

高
田
－
宏
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宅
地
開
発
に
と
も
な
っ
て
新
し
い
住
民
が
増
え
て
い
る
地
域
も
あ

る
。
町
内
に
は
、
中
学
校
が
一
校
、
小
学
校
が
三
校
、
公
立
幼
稚

園
が
一
園
、
公
立
保
育
園
が
四
園
、
私
立
幼
稚
園
が
二
園
あ
る
。

こ
れ
ら
の
学
校
園
の
教
職
員
、
保
護
者
、
「
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

や
地
域
組
織
、
そ
し
て
町
教
委
が
、
「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
づ

く
り
の
オ
ー
ル
キ
ャ
ス
ト
で
あ
る
。

府
教
委
は
、
「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
づ
く
り
を
推
進
す
る
組

織
「
地
域
教
育
協
議
会
」
の
設
置
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
府
下
全

て
の
中
学
校
区
で
協
議
会
が
発
足
し
た
の
は
一
一
○
○
二
年
度
だ

が
、
岬
の
協
議
会
が
発
足
し
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
早
い
二
○
○
○

年
秋
の
こ
と
で
あ
る
。

岬
町
で
の
「
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
づ
く
り
に
は
長
い
前
史
が

あ
る
。
町
内
に
は
被
差
別
部
落
が
あ
り
、
小
中
学
校
は
地
域
に
根

ざ
し
た
人
権
・
部
落
問
題
学
習
と
集
団
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
ま
た
、
義
務
教
育
修
了
ま
で
子
ど
も
の
育
ち
と
学
力
・
進
路

を
保
障
し
よ
う
と
い
う
考
え
の
も
と
、
学
校
と
地
域
・
家
庭
や
学

校
園
の
連
携
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
一
九
九
五
年
度
か
ら
九
九

年
度
に
か
け
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
を
は
か
る
府
教
委

の
「
ふ
れ
愛
教
育
推
進
事
業
」
も
行
わ
れ
て
い
た
。
岬
町
で
地
域

教
育
協
議
会
が
い
ち
早
く
発
足
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
同
和
教

育
の
積
み
上
げ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
従
来
の
取
り
組
み
に
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
「
ふ
れ
愛
教
育
推
進
事
業
」
が
行
わ
れ
て
い
た
頃
、
そ
の

推
進
組
織
は
学
校
関
係
者
を
中
心
と
す
る
部
会
と
保
護
者
を
中
心

と
す
る
部
会
に
分
か
れ
、
前
者
は
授
業
づ
く
り
、
後
者
は
家
庭
教

育
の
充
実
に
関
す
る
活
動
を
し
て
い
た
。
教
育
連
携
の
た
め
の
恒

常
的
組
織
が
で
き
た
こ
と
は
一
歩
前
進
で
は
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ

の
組
織
形
態
で
は
、
保
護
者
と
教
職
員
が
知
恵
と
力
を
出
し
合
っ

て
共
通
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
り
、
保
護
者
以
外
の
地
域
住
民
が

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
ふ
ま
え
て
、
新
し
い
地
域
教
育
協
議
会

に
は
、
活
動
内
容
に
応
じ
た
委
員
会
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

以
下
、
い
く
つ
か
の
委
員
会
の
活
動
を
紹
介
し
た
い
。

「
人
材
バ
ン
ク
活
用
委
員
会
」
は
、
府
教
委
が
創
設
し
た
「
大

阪
府
学
校
支
援
人
材
バ
ン
ク
」
制
度
に
な
ら
い
、
岬
町
の
人
材
バ

ン
ク
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
学
校
教
育
を

応
援
し
よ
う
と
い
う
思
い
を
も
つ
地
域
住
民
は
多
く
、
人
材
バ
ン

ク
登
録
者
は
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
っ
た
。
だ
が
、
当
初
、
登
録
者

の
活
動
の
機
会
は
乏
し
く
、
登
録
者
の
間
に
は
不
満
も
あ
っ
た
と

１
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
性
化

一
一
一
各
委
員
会
の
活
動

部落解放研究NbLl602004 1０ 
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い
う
。
そ
こ
で
、
委
員
会
は
、
二
年
目
に
、
学
校
を
拠
点
に
し
た

「
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動
を
活
性
化
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
委
員
会
の
名
称
は
「
す
こ
や
か
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
委
員
会
」
に
改
め
ら
れ
た
。

委
員
会
は
、
学
校
園
の
取
り
組
み
の
紹
介
な
ど
の
広
報
活
動
を

重
視
し
、
取
り
組
み
に
応
じ
て
、
登
録
者
以
外
に
も
幅
広
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
る
よ
う
に
し
た
。
こ
う
し
て
、
各
校
の
総
合
学
習

お
よ
び
中
学
校
の
選
択
授
業
へ
の
参
加
や
、
子
ど
も
と
大
人
が
協

し
て
、
各
校
の
総
合
学
習

や
、
子
ど
も
と
大
人
が
協

力
し
て
行
う
学
校
美
化

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
が

活
発
に
な
っ
て
い
っ
た
。

二
○
○
二
年
度
か
ら
は
、

地
域
住
民
が
講
師
を
務
め

る
体
験
教
室
「
す
こ
や
か

教
室
」
が
土
曜
日
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
写

真
１
）
。
「
す
こ
や
か
教
室
」

は
、
子
ど
も
の
地
域
活
動

の
「
受
け
皿
」
と
い
う
よ

り
も
、
保
護
者
や
地
域
住

民
が
子
ど
も
と
と
も
に
参

加
し
楽
し
む
活
動
と
し
て

地
域
に
は
、
民
生
児
童
委
員
、
青
少
年
指
導
員
、
防
犯
委
員
会
、

体
育
協
会
な
ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
子
ど
も
の
安
全
に
関
わ

る
活
動
を
し
て
い
る
人
や
組
織
が
い
く
つ
も
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ

ら
の
組
織
や
個
人
の
多
く
は
、
情
報
交
換
や
連
携
の
な
い
ま
ま
に

活
動
し
、
学
校
園
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
連
携
も
あ
ま
り
お
こ
な
っ
て
い

な
い
。

岬
の
地
域
教
育
協
議
会
も
、
発
足
当
初
は
、
教
職
員
と
保
護
者

が
中
心
の
組
織
だ
っ
た
。
様
々
な
地
域
組
織
が
「
協
力
団
体
」
と

位
置
づ
い
て
い
る
。

人
材
バ
ン
ク
登
録
者
は
、
特
技
や
専
門
的
な
知
識
が
あ
る
と
自

認
す
る
限
ら
れ
た
層
の
人
々
で
あ
る
。
ま
た
、
人
材
の
活
用
は
学

校
の
判
断
に
よ
る
た
め
、
既
存
の
教
育
活
動
に
な
い
新
し
い
活
動

は
生
ま
れ
に
く
く
、
人
々
の
参
加
意
識
も
育
ち
に
く
い
。
こ
れ
ら

の
問
題
点
は
、
委
員
会
の
活
動
の
重
点
を
「
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

へ
と
移
す
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
て
い
っ
た
。
現
在
は
、
あ
る

程
度
継
続
的
に
活
動
す
る
「
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
登
録
者
は
も

ち
ろ
ん
、
で
き
る
範
囲
で
様
々
な
活
動
に
自
発
的
に
参
加
す
る
人

も
増
え
て
い
る
。
参
加
者
の
裾
野
が
広
が
り
参
加
の
「
ハ
ー
ド
ル
」

が
低
く
な
っ
た
せ
い
で
、
当
初
の
目
的
だ
っ
た
学
校
教
育
の
活
性

化
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

２
地
域
組
織
の
新
し
い
つ
な
が
り
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写真２
し
て
活
動
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

「
児
童
生
徒
健
全
育
成
委
員
会
」
で
は
、
発
足
三
年
目
か
ら
、
青

少
年
指
導
員
協
議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
教
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
町
内
で
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
「
夏
休

み
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
」
を
行
っ
て
い
る
（
写
真
２
）
。
参
加
者
に

よ
る
と
、
当
初
の
予
想
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
く
、
子
ど
も
と

一
緒
に
活
動
を
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
も
っ
て
い
る
大
人

が
多
い
こ
と
が
発
見
で
き
た
と
い
う
。

バ
ラ
バ
ラ
に
動
い
て
い
た
組
織
や
個
人
が
一
つ
の
活
動
に
協
力

し
て
取
り
組
む
。
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
、
活
動
そ
の

も
の
が
充
実
す
る
と
と
も

に
、
準
備
、
取
り
組
み
当

日
、
振
り
返
り
を
通
じ
て

組
織
を
越
え
た
大
人
た
ち

の
つ
な
が
り
が
つ
く
り
出

さ
れ
て
い
く
。
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
は
、
そ
う
し
た
意
義

を
も
つ
活
動
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

、
７
０同
じ
よ
う
な
意
義
を
も

つ
活
動
と
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
、
「
子
ど
も
二
○
番
の
家
」
運

動
を
紹
介
し
た
い
。
昨
秋
、
私
は
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
当
日
は
、
中
学

の
教
員
が
全
体
司
会
を
つ
と
め
、
小
学
校
区
ご
と
に
、
教
職
員
、

保
護
者
、
防
犯
委
員
会
、
民
生
児
童
委
員
、
青
少
年
指
導
員
、
子

ど
も
会
の
関
係
者
な
ど
が
、
子
ど
も
の
遊
び
場
や
た
ま
り
場
、
犯

罪
が
お
き
か
け
た
場
所
、
道
路
や
川
な
ど
の
危
険
箇
所
の
情
報
を

出
し
合
っ
た
。
つ
い
で
、
こ
う
し
て
集
ま
っ
た
一
つ
ひ
と
つ
の
情

報
が
地
図
上
に
し
る
さ
れ
て
い
っ
た
。
最
後
に
参
加
者
は
、
地
図

を
見
な
が
ら
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
「
子
ど

も
の
安
全
」
と
い
う
共
通
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
参
加
者

の
間
で
情
報
が
交
換
・
共
有
さ
れ
、
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
過
程

は
、
ま
さ
に
協
働
（
コ
ラ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
と
呼
ぶ
に
足
る
も
の

だ
っ
た
。

家
庭
教
育
支
援
は
社
会
教
育
の
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。
府

内
で
も
「
子
育
て
支
援
」
を
課
題
と
す
る
地
域
教
育
協
議
会
は
多

い
。
だ
が
、
取
り
組
み
は
一
回
限
り
の
講
演
や
講
座
が
中
心
で
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
や
生
活
実
感
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

岬
の
「
子
育
て
支
援
委
員
会
」
の
活
動
も
、
初
年
度
は
活
発
と

３
子
育
て
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

部落解放研究NbL160200410
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は
い
え
な
か
っ
た
。
講
師
を
招
い
て
講
演
会
を
し
た
り
、
子
育
て

に
つ
い
て
座
談
会
を
催
し
た
も
の
の
、
保
護
者
よ
り
も
教
職
員
の

参
加
が
多
い
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
委
員
会
の
活
動
が
転
機

を
迎
え
た
の
は
、
二
年
目
の
こ
と
で
あ
る
。
保
健
セ
ン
タ
ー
が
主

催
し
た
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ス
先
輩
マ
マ
を
か
こ
ん
で
」

に
参
加
し
た
あ
る
保
護
者
は
「
育
児
書
に
の
っ
て
い
る
こ
と
よ
り

先
輩
の
話
が
役
に
立
つ
」
と
述
べ
た
と
い
う
。
こ
の
場
に
参
加
し

て
い
た
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
意
見
を
ヒ
ン
ト
に
、
保
護

者
が
子
育
て
の
経
験
を
出
し
合
い
、
交
流
す
る
場
を
つ
く
ろ
う
と

動
き
出
し
た
。
そ
う
し
て
集
ま
っ
た
実
体
験
を
も
と
に
つ
く
ら
れ

た
の
が
、
子
育
て
劇
「
命
・
食
・
心
」
で
あ
る
（
写
真
３
）
。

劇
で
観
客
に
伝
え
ら
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
子
育
て
の
「
あ
る

べ
き
姿
」
で
は
な
い
。
「
失

敗
談
」
も
含
め
た
保
護
者

一
人
ひ
と
り
の
経
験
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
観
客
は
劇

の
内
容
に
共
感
し
、
ご
く

自
然
に
自
分
の
子
育
て
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
う
い
う
こ
と
は
、

講
座
や
講
演
会
と
い
っ
た

従
来
型
の
取
り
組
み
の
な

岬
で
は
「
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う
新
し
い
仕
掛
け
に
よ

っ
て
、
地
域
活
動
や
学
校
支
援
へ
の
人
々
の
参
加
意
識
が
高
ま
っ

た
。
地
域
の
組
織
も
活
動
の
場
や
機
会
を
保
護
者
や
教
職
員
と
共

有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
子
育
て
を
支
え
あ
う
大
人
た
ち
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
芽
生
え
て
い
る
。

か
で
は
、
な
か
な
か
起
き
る
も
の
で
は
な
い
。

劇
の
成
果
は
、
そ
れ
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
過
程
に
も
あ
る
。
そ

れ
は
、
異
世
代
の
保
護
者
・
地
域
住
民
・
教
職
員
の
つ
な
が
り
が

で
き
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
「
命
・
食
・
心
」
は
乳
幼
児

期
の
子
育
て
が
主
題
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
小
学
生
編
や
思
春
期

編
も
つ
く
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
劇
づ
く
り
を
通
し
て
、
子
育

て
の
知
恵
が
世
代
を
越
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
ま
た
、
劇
中
に
は
、
子
ど
も
の
気
に
な
る
様
子
に
つ
い
て
教

職
員
と
保
護
者
が
話
し
合
う
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
常
日
頃
か

ら
小
中
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
所
が
保
護
者
と
と
も
に
子
ど
も
の

育
ち
を
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
私
は
何
回

か
こ
の
劇
を
観
た
こ
と
が
あ
る
が
、
観
劇
中
、
脚
本
づ
く
り
や
練

習
の
合
間
に
人
々
が
話
し
合
い
を
重
ね
て
い
る
様
子
が
目
に
浮
か

ぶ
よ
う
だ
っ
た
。

四
お
わ
り
に



８１「教育コミュニティ」づくりの展開

図１
すこやがネフト

〈岬町地域教育協議会〉

１〈目的〉
子どもたちの豊かな人間関係づくりと「生きる力」を育むために、学校園所
での教育活動を中心とした教育コミュニティづくりをめざす。

２<活動テーマ〉
「育てよう！うちの子よその子岬の子」

～地域教育コミュニティの活性化をめざして～
３<組織〉
岬町地域教育協議会は、岬中学校区の各校園所教職員及び保護者、教育ボラ

ンティア､地域住民､教育委員会事務局(指導室･生涯学習課)をもって組織する。

《云巨
員役

会長(校長代表)･副会長(町P単P会長牧園所長)･事務局長･役員(教頭会代表･学校代表･各

委員長･教育ボランティア代表)･庶務(教育委員会指導室･生涯学習課)総合アドバイザー

コーディネーター会

情報交換等々

ふれjiい鱸ﾌｪｽﾀ実行委員会 事務局 会

委員長

実行委員(町Ｐ会長･単Ｐ会

長･各委員長･各校教頭･各校

園所代表､教育ボランティア

代表）

事務局(指導室･生涯学習課）

事務局長･教育委員会指導室･生涯

学習課･(必要に応じて各委員長､学

校代表教育ボランティア代表､広

報担当者）

広報担当者会

(各委員会より）
庶務･全体会計･企画調整･全体研修

企画等々

フェスタの作画運営 岬どっとこむ.ＨＰ管理･広

報誌等々縞集発行

子育て委員会

活動内容

子ども教室委員会 学校づくり委員会
Pらち●●■｡｡●②｡●■つ■凸■‐②－Ⅱ

活動内容活動内容

･就学前後の子どもを

もつ保護者の子育て

支援と子育てに関す

るネットワーク棡築

･子育て支援の取り組

み発信

･段差解消への取り組

み

･みさき子育てフォー

ラムの実施

･子どもの健全育成の取り組み

･放課後や休日の子どもの活動

･小中学校間および地

域との連携「確か

な学力の定籏」等に

かかわる取り組み

･「わがまちの誇れる

学校づくり」事業の

推進

ふれあい部会 すこやか部会

･子ども110番活動、安

全パトロール

･デイキャンプ

･すこやか教室の再縞成、

鬮師の起用

･各教室運営、調整

･花いっぱい運動

注：写真・図はいずれもIUiI町地域教育協議会提供

部落解放研究Nbj60200410



8２ 

「
子
ど
も
教
室
委
員
会
」
に
統
合
さ
れ
た
。
「
広
報
委
員
会
」
は
各

委
員
会
の
広
報
担
当
者
会
に
再
編
さ
れ
た
。
岬
の
地
域
教
育
協
議

会
で
は
、
活
動
内
容
を
見
直
し
な
が
ら
柔
軟
な
組
織
運
営
が
行
わ

今
年
度
、
岬
の
地
域
教
育
協
議
会
は
大
き
く
模
様
替
え
を
し
た

（
図
１
）
。
「
子
育
て
支
援
委
員
会
」
は
「
子
育
て
委
員
会
」
に
改

称
さ
れ
た
。
教
職
員
と
保
護
者
の
関
係
が
「
支
援
す
る
・
さ
れ
る
」

と
い
う
関
係
か
ら
、
「
と
も
に
」
子
育
て
を
し
よ
う
と
い
う
関
係

岬
の
地
域
教
育
協
議
会
は
、
具
体
的
な
活
動
を
通
じ
て
人
や
組

織
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
き
た
。
こ
の
つ
な
が
り
と
そ
こ
で
生

ま
れ
る
信
頼
関
係
や
参
加
意
識
は
、
新
し
い
「
教
育
の
縁
」
と
呼

ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
岬
の
地
域
教
育
協
議
会
が
取
り
組
ん
で
き

た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
縁
に
満
ち
た
「
教
育
を
通
じ
た
／
教
育
の

育
成
委
員
会
」
と
「
す
こ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
」
は
、
一

科
省
の
「
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
を
活
用
す
る
た
め
に
、

「
子
ど
も
教
室
委
員
会
」
に
統
合
さ
れ
た
。
「
広
報
委
員
会
」
は
』

府
教
委
の
「
わ
が
ま
ち
の
誇
れ
る
学
校
づ
く
り
事
業
」
の
指
定
を

う
け
て
、
「
学
校
づ
く
り
委
員
会
」
に
改
編
さ
れ
た
。
「
児
童
健
全

育
戊
委
員
会
一
と
「
す
こ
や
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
」
は
、
文

と
い
う
関
係
か
ら
、
「
と
も
に
」
子
育
て
を
し
よ
う
と
い
う
関
陸

に
変
わ
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
「
授
業
づ
く
り
委
員
会
」
は
、

た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
縁
に
満
ち
た
「
教
育
を
通
じ
た
／
教
一

た
め
の
」
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

あ
る
。

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
可
能
な
の
は
、
協
議
会
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー

が
き
め
細
か
に
各
組
織
の
連
絡
調
整
を
お
こ
な
っ
て
い
る
か
ら
で

私
が
岬
町
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
四
年
が
た
つ
。
こ
の
間
、

地
域
住
民
の
教
育
参
加
や
学
校
と
地
域
の
関
係
の
あ
り
方
を
考
え

る
機
会
を
沢
山
い
た
だ
い
た
。
岬
の
皆
さ
ん
に
、
改
め
て
お
礼
申

し
上
げ
た
い
。




